
 

 

2025 年（令和 7 年）10 月９日 
   

◆取材のためのお問い合わせ先◆ 

広島文化学園大学・短期大学 国際交流センター 
担当：武田・岩本 
電話：082-884-1001㈹ 

Mail: s-gakuseibu@hbg.ac.jp 
 

 
広島文化学園大学・短期大学とドイツ国カトリック応用科学大学が 
国際教育交流会を開催します 

 
 広島文化学園大学・短期大学 国際交流センターは、ドイツ国カトリック応用科学大学との大学間協定
に基づく国際教育交流会を開催します。ドイツ国カトリック応用科学大学で看護・福祉を学ぶ学生、教
員の訪問団と広島文化学園大学の学生、教員との交流をはかり、グローカルマインドの養成を図ります。 
 
【本件のポイント】 

１日目 交流会︓10 月 20 日（月） 呉 阿賀キャンパス 
●ドイツ国カトリック応用科学大学訪問団と看護学部の合同授業（科目名：「国際看護論」） 
●ドイツ訪問団と日本伝統音楽の交流活動（呉地域の市⺠団体による筝演奏鑑賞、ドイツの学生による

箏演奏体験）。 
2 日目 被爆体験講話︓10 月 21 日（火） 広島 ⻑束キャンパス 
●戦後 80 年を祈念し、本学 森元弘志理事⻑の被爆体験に基づく平和講話（ドイツ訪問団学生が被

爆体験の聴講を希望）。 
 

【交流の概要】 
 １ 交流会 

⑴ 日 時  2025（令和 7）年 10 月 20 日（月）11：00〜17：00 
⑵ 場 所  広島文化学園 呉阿賀キャンパス（呉市阿賀南二丁目 10 番 3 号） 
⑶ 内 容  ドイツカトリック大学大学院生・学生と本学看護学部学生のランチ交流および 

本学看護科目への授業参加、呉地域の市⺠団体との箏を通じた音楽交流活動  
 ２ 被爆体験講話 

⑴ 日 時  2025（令和 7）年 10 月 21 日（火）10：30〜13：00 
⑵ 場 所  広島文化学園 広島⻑束キャンパス（広島市安佐南区⻑束⻄三丁目 5 番 1 号） 
⑶ 内 容  被爆体験講話（本学 森元弘志理事⻑） 

参加者はドイツカトリック大学理事⻑・学⻑・教員 2 人・学生 12 人の計 16 人  
３ 主 催  国際交流センター 


